
持続可能な社会に向けて：ビジターセンターのペレットストーブ 

 

裏磐梯の冬は、氷点下の気温や、山の積雪の累積平均が 3 メートルあることで有名です。裏磐梯

ビジターセンターでは、持続可能な資源から発生した圧縮木材の木片を燃焼させる環境に優しいペ

レットストーブを使用し、寒い時期にこの施設を温めるのに役立っています。 

 

この木片は、持続可能な 3つの資源、つまり、間引きを目的として切り倒された木々、立ち木から剪

定された枝、木材作りで出た木くずから発生したものです。森林区域を間引きすると、残った木々が

最大限に生育し、火災のリスクを減らすこともできます。また、弱い木を剪定することで、その木の構

造的な健全性が高まり、新たな健康な成長が促されます。 

 

木片を機械で研削し、乾燥させ、圧縮し、ストーブの自然燃料としてペレットにします。ペレットに廃

棄木材を使用すると、より多くのカーボンフットプリント（二酸化炭素排出量）を伴う化石燃料に代

わる、優れた代替物となります。 


